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１ 

 

○幹事会の報告 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第1回）（平成２８年８月３日） 

 

○「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく石狩川上流の減災に係る取組方針  

（案）について 

○今後の進め方について 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 矢野 博巳 

鷹栖町 総務企画課 課長 上西 義幸 

東神楽町 総務課 課長 助乗 健治 

当麻町 総務課 課長 鍛冶 隆 

比布町 総務企画課 課長 平井 義正 

愛別町 総務企画課 課長補佐 小森 優 （代理） 

上川町 企画総務課 課長補佐 飛島 紀正（代理） 

東川町 企画総務課 課長 市川 直樹 

美瑛町 総務課 

建設水道課 

課長 

 

欠席 

 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

課長 欠席 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 

主査 

中尾 肇 

浜田 祐悟（隨行） 

旭川建設管理部 事業室治水課 課長 欠席 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 課長補佐 

災害係員 

佐々木 学（代理） 

齋藤 龍也（隨行） 

陸上自衛隊 第二師団 司令部 第3部 防衛警備幹部 佐藤 俊輔（代理） 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

増澤 宏紀（隨行） 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 巖倉 啓子 

 公物管理課 課長 谷坂  昭彦 

 治水課 課長 一法師 隆充 

 施設整備課 課長 山上  満寿夫 

 防災対策官 防災対策官 馬場  道隆 (代理) 

 旭川河川事務所 所長 柿沼 孝治 

 大雪ダム管理支所 支所長 中村 真二 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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２ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第２回）（平成２９年４月２８日） 

 

○水防災意識社会再構築に向けた取組状況について 

○「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく北海道管理河川での取組について 

○減災対策委員会設置要領（案）について 

○北海道管理河川における現状の水害リスク情報や取組状況について 

○「概ね 5年間で実施する取組」の進捗状況について 

○今後のスケジュール（案）について 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 

 

防災安全部防災課 主査 

主査 

氏家 力 （代理） 

川島 常伴（随行） 

鷹栖町 総務企画課 課長 欠席 

東神楽町 総務課 主査 鈴木 大介（代理） 

当麻町 総務課 防災係長 佐々木 淳（代理） 

比布町 総務企画課 課長 平井 義正 

愛別町 総務企画課 課長 欠席 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 室長 藤井 貴慎（代理） 

美瑛町 建設水道課 

総務課 

課長 

課長 

芝生 公之 

鈴木 貴久（随行） 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

課長 欠席 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 

主査 

寒河江 正 

石田 拓 （隨行） 

旭川建設管理部 事業室治水課 

 

課長 

主査 

上前 孝之 

辻 輝之 （随行） 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 課長補佐 

災害係員 

佐々木 学（代理） 

齋藤 龍也（隨行） 

陸上自衛隊 第二師団 司令部 第3部 防衛警備幹部 佐藤 俊輔（代理） 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

増澤 宏紀（隨行） 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 巖倉 啓子 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 一法師 隆充 

 施設整備課 課長 山上  満寿夫 

 防災対策官 防災対策官 浅岡 照夫 

 旭川河川事務所 所長 仙石 雅之 

 大雪ダム管理支所 支所長 中村 真二 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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３ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第３回）（平成３０年２月２日） 

 

○規約の改正について 

○減災に係る各機関の取組状況の共有について 

○石狩川上流の北海道管理河川を含めた取組方針の改訂について 

○今後のスケジュールについて 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 内村 充彦 

鷹栖町 総務企画課 課長 上西 義幸 

東神楽町 総務課 課長 小泉 義隆 

当麻町 総務課 課長 鈴木 英樹 

比布町 総務企画課 課長 欠席 

愛別町 総務企画課 課長 山中 富士男 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 課長 欠席 

美瑛町 建設水道課 課長 芝生 公之 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

課長 中田 貴之（代理） 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 寒河江 正 

旭川建設管理部 事業室治水課 

 

課長 

主査 

上前 孝之 

辻 正意 （随行） 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 課長補佐 

災害係主任 

佐々木 学 

岡本 学（隨行） 

旭川中央警察署 警備課 課長 和島 史武 

旭川東警察署 警備課 課長 

主任 

田中 慶司 

白崎 丈大（随行） 

陸上自衛隊 第二師団司令部 防衛警備幹部 和田迫 亮（代理） 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

増澤 宏紀（隨行） 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 巖倉 啓子 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 一法師 隆充 

 施設整備課 課長 山上  満寿夫 

 防災対策官 防災対策官 浅岡 照夫 

 旭川河川事務所 所長 長原 融（代理） 

 大雪ダム管理支所 支所長 中村 真二 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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４ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第４回）（平成３０年８月２７日） 

 

○平成３０年７月豪雨について 

○洪水ハザードマップの周知について 

○洪水ハザードマップ事例集について 

○平成３０年７月２日からの大雨による出水概要について 

出席者 

所 属 箇所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 内村 充彦 

鷹栖町 総務企画課  欠席 

東神楽町 総務課 課長 小泉 義隆 

当麻町 総務課 課長 鈴木 英樹 

比布町 総務企画課 課長 作田 恵一 

愛別町 総務企画課 課長 山中 富士男 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 課長 欠席 

美瑛町 建設水道課 課長 

総務係長 

芝生 公之 

鈴木 誠 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

主幹 

主査 

伊藤 洋史 

中田 貴之 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 

主査 

寒河江 正 

徳永 修一 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 災害係主任 岡本 学 

旭川中央警察署 警備課 課長 

警備係長 

和島 史武 

小山 薫 

旭川東警察署 警備課 警備係長 堤 和寛 

陸上自衛隊 第二師団司令部  欠席 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

梅林 浩一 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 山田 拓也 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 横田 尚之 

 施設整備課 課長 国島 英樹 

 防災対策官 防災対策官 坪井 進 

 旭川河川事務所 所長 髙橋 慶久 

 大雪ダム管理支所 支所長 松浦 勇司 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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５ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第５回）（平成３１年１月２１日） 

 

○減災に係る各機関の取組状況の共有について 

 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 内村 充彦 

鷹栖町 総務企画課 課長 上西 義幸 

東神楽町 総務課 課長 小泉 義隆 

当麻町 総務課 課長 鈴木 英樹 

比布町 総務企画課 主幹 川上 幸宏 

愛別町 総務企画課 課長 山中 富士男 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 室長 佐々木 英樹 

美瑛町 建設水道課 課長 芝生 公之 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

主幹 

主査（地域防災） 

伊藤 洋史 

中田 貴之 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

維持管理課長 

主査（河川管理） 

主査（治水維持） 

寒河江 正 

石田 拓 

徳永 修一 

旭川建設管理部 事業室治水課 主査（河川） 辻 正意 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 災害係長 森山 祐希 

旭川中央署 警備課 課長 和島 史武 

旭川東署 警備課 警備係長 堤 和寛 

旭川地方気象台  防災管理官 浅井 義孝 

  水害対策気象官 梅林 浩一 

旭川開発建設部  次長 山田 拓也 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 横田 尚之 

 施設整備課 課長 国島 英樹 

 防災対策官 防災対策官 坪井 進 

 旭川河川事務所 所長 髙橋 慶久 

 大雪ダム管理支所 管理係長 溝口 勝己（代理） 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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６ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第６回）（令和２年２月５日） 

 

○規約の改正について 

〇減災に係る各機関の取組状況の共有について 

 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 西館 拓 

鷹栖町 総務企画課 課長 新田 伸幸 

東神楽町 総務課 課長 小泉 義隆 

当麻町 総務課 係長 佐々木 淳 

比布町 総務企画課 課長 作田 恵一 

愛別町 総務企画課 課長 山中 富士男 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 集落支援員 次田 一義 

美瑛町 建設水道課 課長 山下 浩史 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

危機対策推進幹 

主査（地域防災） 

石川 貴茂 

中田 貴之 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

主幹 

主査（治水維持） 

斉藤 浩二 

長谷川 浩司 

事業室 

事業課 

主幹 

主査（治水） 

千葉 祐介 

高橋 靖 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 災害係長 森山 祐希 

旭川中央署 警備課 課長 

警備係主任 

白鳥 正 

和田 宏輝 

旭川東署 警備課 警備係長 谷島 航太 

陸上自衛隊 第二師団司令部 防衛警備幹部 大川 洋介 

旭川地方気象台  水害対策気象官 梅林 浩一 

  予報官 市川  敬 

旭川開発建設部  次長 山田 拓也 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 加納 浩生 

 施設整備課 課長 前田 正 

 防災対策官 防災対策官 坪井 進 

 旭川河川事務所 所長 髙橋 慶久 

 大雪ダム管理支所 管理係長 松浦 勇司 
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・規約の改定について
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減災対策協議会の規約改定について

減災対策協議会と水防連絡協議会の経緯

・平成27 年9 月の関東・東北豪雨を受け、施設の能力を上回る洪水の発生頻度が高まることが懸念されていることから、「水防災
意識社会再構築ビジョン」の取組を行うこととなり、平成28 年5 月に「石狩川上流減災対策委員会」を水防連絡協議会の中に設立
しました。
・平成29 年6 月19 日に水防法の一部を改正する法律が施行され「大規模氾濫減災協議会の設立」が盛り込まれたことから、「天
塩川上流減災対策委員会」を再編し、北海道管理河川を含めた新たな法定協議会として「石狩川上流減災対策協議会」を平成29 
年6 月29 日に設立しました。
・減災対策協議会の設立により、洪水に対する減災の取組や水防に関する連絡調整・取組を包括的に議論する場が新たに出来
たことから、水防連絡協議会を発展的に解消し、減災対策協議会に事業を引き継ぐこととします。

水防連絡協議会 減災対策協議会

昭和57年に施行経緯

H28.5減災について
減災対策委員会として明記

H29.6法定協議会化に伴い
減災対策協議会を設立

発展的解消 水防事項を盛り込んだ
規約に改定

出水期前
までに

減災対策協議会（幹事会）
＋

減災対策協議会（部会）

引き継ぎ
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○石狩川上流水防連絡協議会の今後の開催について 

 

石狩川上流水防連絡協議会につきましては、昭和57 年に設置しこれまで事業を行っ 

て参りましたが、平成29年6月26日に法定協議会として石狩川上流減災対策協議会が設立さ

れたことから、石狩川上流水防連絡協議会を発展的に解消し、事業を引き継ぐことといた 

します。 

 

 

〇参考 

 

□石狩川上流水防連絡協議会（以下、水防連絡協議会）の設立経緯 

昭和57 年1 月国土交通省通達により、河川管理の強化を図るため水防連絡会（仮称）を設 

置し協力体制の強化に努めるものとされたことから、昭和57 年7 月から水防連絡協議会を

設置し開催してまいりました。 

水防連絡協議会では、毎年出水期前に旭川開発建設部が管理する一級河川の水害防止、関係 

機関との密接な連携及び流域住民の安全確保を図るため、重要水防箇所の周知及び河川水防

情報の提供等を行っています。 

 

□石狩川上流減災対策協議会（以下、減災対策協議会）の設立経緯 

平成27 年9 月の関東・東北豪雨を受け、施設の能力を上回る洪水の発生頻度が高まること 

が懸念されていることから、「水防災意識社会再構築ビジョン」の取組を行うこととなり、

平成28 年5 月に「石狩川上流減災対策委員会」を水防連絡協議会の中に設立しました。 

平成28 年8 月以降に相次いで発生した台風による豪雨災害において、各地で甚大な被害を 

もたらしたことにより、平成29 年6 月19 日に水防法の一部を改正する法律が施行され「大

規模氾濫減災協議会の設立」が盛り込まれたことから、「石狩川上流減災対策委員会」を再

編し、北海道管理河川を含めた新たな法定協議会として「石狩川上流減災対策協議会」を平

成29 年6 月29 日に設立しました。 

 

□石狩川上流水防連絡協議会の発展的解消 

減災対策協議会の設立により、洪水に対する減災の取組や水防に関する連絡調整・取組を包 

括的に議論する場が新たに出来たことから、水防連絡協議会を発展的に解消し、減災対策協

議会に事業を引き継ぐこととします。 

 

□令和2 年度以降のスケジュール 

毎年開催している水防連絡協議会幹事会、地方部会に替えて、減災対策協議会幹事会、部会

を毎年出水期前に開催することとします。 
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【参考】水防連絡協議会設立経緯

                                                           11



【参考】減災対策協議会設立経緯

平成27年9月の関東・東北豪雨を受け、施設の能力を上回る洪水
の発生頻度が高まることが懸念されていることから、平成27年12月
10日に社会資本整備審議会会長から国土交通大臣に対し答申がな
され、「水防災意識社会再構築ビジョン」の取組を行うこととなった。
これを受けハード対策とソフト対策を計画的に推進するため、平成
28年5月に「石狩川上流減災対策委員会」が設立された。

平成28年8月以降に相次いで発生した台風による豪雨災害にお
いて、各地で甚大な被害をもたらしたことなどから、平成29年6月
19日には水防法等の一部を改正する法律が施行され、水防法に
大規模氾濫減災協議会の設立が盛り込まれた。これを受け平成
29年6月29日に「石狩川上流減災対策協議会」が設立された。
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水防連絡協議会規約【現】 減災対策協議会規約【現】 減災対策協議会規約【新】
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・減災に係る各機関の取組状況の共有
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石狩川上流の減災に関する取組方針　フォローアップ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ H3１ R2

■洪水氾濫
を未然に防ぐ
を対策

河道掘削、浸透対策、浸食対策
旭川開発建設部
上川総合振興局

～令和2年度
～令和3年度

・令和2年の完了を目指し河道掘削、浸透対策・侵食
対策を実施
・堤防整備・河道掘削を実施。

・引き続き、令和2年の完了を目指し堤防整備・
河道掘削を実施
・引き続き、令和3年の完了を目指し河道掘削、
浸透対策・侵食対策を実施

■危機管理
型ハード対策

堤防天端の保護、堤防法尻の補強
旭川開発建設部
上川総合振興局

～令和2年度
～令和3年度

・当面整備に至らないが、氾濫リスクの高い区間に
ついて、優先度を考慮し天端舗装・法尻補強を実施

・引き続き、令和2年の完了を目指し天端舗装・
法尻補強を実施
・引き続き、令和3年の完了を目指し天端舗装を
実施

①住民の避難行動を促し、迅速な
水防活動を支援するため、スマート
フォンを活用したリアルタイム情報
の提供のシステム構築

旭川開発建設部
気象台

平成28年度から
実施

・気象庁防災情報Twitterアカウントを新たに開設し
運用開始。(R1.10)
・危険度分布における危険度の高まりをプッシュ型で
スマートフォンのアプリやメールで通知するサービス
を、気象庁の協力の下で民間の協力事業者が開
始。（R1.7)
・直轄河川の上流から下流まで連続的に、洪水危険
度を把握・表示する「水害リスクライン」を提供。

・必要に応じて改良予定

 ②円滑な避難活動や水防活動を
支援するため、簡易水位計や量水
標、CCTVカメラの設置

旭川開発建設部
上川総合振興局

平成28年度から
実施
平成30年度から
実施

・多くの画像情報を提供することで、適切な避難判断
を促すことを目的に「簡易型河川監視カメラ」を設
置。

・「簡易水位計情報」「簡易型河川監視カメラ」の
配信（拡大）

③迅速な水防活動に資するための
水防拠点整備や、洪水の長期化に
備えた水防資機材の整備について
検討

旭川開発建設部
上川総合振興局

～令和2年度
～令和3年度

・洪水に備え水防資材の調達を実施。
・水防拠点の整備に向けた設計、地元調整等を実
施。

・引き続き検討を実施。

④SNS、防災ラジオ、緊急エリア
メール、コミュニティーFM等の様々
な情報伝達手段の整備（多言語化
対応含む）

石狩川上流自治体
平成28年度から
検討・実施

・ヤフー株式会社と情報発信等に関する協定を締結
し、情報伝達手段の拡充を図る。（旭川市）（東神楽
町）（愛別町）
・10月1日：楽天モバイル㈱とエリアメール提供の契
約。（比布町）
・災害情報伝達設備整備事業にて、防災行政無線
（同報系）親局と中継局を設置（３月引渡予定）（上川
町）

・情報伝達手段（多言語化対応含む）の多様化
について検討する。（旭川市）
・デジタル防災無線導入事業を実施予定。（鷹
栖町）
・多様化が可能なIP告知放送端末器を更新予
定。（愛別町）
・子局（屋外拡声器）の設置。５月以降、多言語
放送対応するよう実施予定。（愛別町）
・戸別受信機の配備（２００台予定）（愛別町）
・防災無線以外の効果的な情報伝達方式の導
入。（東川町）

9 9

⑤避難場所の明確化（避難誘導の
ための看板設置等）に関する取組
を行う
（多言語化対応含む）

石狩川上流自治体
平成28年度から
検討・実施

・既存の標識にピクトグラム（標準仕様）を添加した
標識に随時変更。（旭川市）
指定避難所となっている比布中学校の移転に伴い、
看板の修正を実施。（比布町）
・非常用多言語拡声スピーカーの導入予定（２月）
（上川町）
・２箇所の避難所について、設置を完了した。（美瑛
町）

・多言語化を含めた、わかりやすい看板の設
置。（当麻町）

9 9

ハード対
策の

主な取組

■避難行動、
水防活動、排
水活動に資
する基盤等
の整備

取組着
手

市町村
R2以降取組内容

対象
市町村

数
目標時期大項目 中項目 小項目 H31（R1)取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ H3１ R2

取組着
手

市町村
R2以降取組内容

対象
市町村

数
目標時期大項目 中項目 小項目 H31（R1)取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）

 ①円滑かつ迅速な避難行動のた
め、避難勧告等の発令に着目した
タイムラインの作成及び精度向上
を行う

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成２８年度実施

・確認、訓練、更新を実施。 ・引き続き、タイムラインを用いた訓練や実際の
対応等を踏まえた精度向上を実施予定。

9 9

②わかりやすい洪水予報伝文への
改良を行う

旭川開発建設部
旭川地方気象台

平成２８年度実施

・警戒レベルの追記（R1.5) ・必要により改良を実施予定

③避難行動要支援者の避難支援
体制の構築及び避難訓練の実施

石狩川上流自治体
平成28年度から
検討・実施

・地域での防災講習会等において、避難行動要支援
者名簿を活用した避難支援体制の理解と協力を依
頼。（旭川市）
・消防本部、町内会5、市民委員会4、社会福祉協議
会8、民生委員1に名簿の事前提供を実施。（旭川
市）
・町職員向けの防災クロスロード研修を実施。（東神
楽町）
・1月：避難行動要支援者名簿の更新。個別の避難
計画の作成を進めていく。（比布町）
・福祉部門と連携しながら、避難行動要支援者名簿
を随時更新した。（美瑛町）

・警戒レベルを用いた避難勧告等の発令・伝達
に着目した避難行動要支援者に対する支援計
画の作成を検討予定。（愛別町）
・地域自治振興会と連携した避難行動支援体
制構築。（東川町）

9 9

④想定最大規模の洪水を踏まえ
た避難方法・避難場所の見直し
を実施するとともに、隣接市町
村を含めた広域避難計画に関す
る検討を行う

石狩川上流自治体
平成28年度から
検討・実施

・近隣市町と広域避難計画について検討する。 ・引き続き検討。

9 8

⑤SNS、防災ラジオ、緊急エリア
メール、コミュニティーFM等の様々
な情報伝達手段による情報発信を
実施。
（多言語化対応含む）

石狩川上流自治体
平成28年度から
検討・実施

・SNS、緊急速報メール等の情報伝達を継続するとと
もに、情報伝達手段の多様化として、ヤフー株式会
社と情報発信等に関する防災協定を締結。（旭川
市）
・10月1日：楽天モバイル㈱とエリアメール提供の契
約。（比布町）
・IP告知端末器による情報発信の実施。（愛別町）
災害情報伝達設備整備事業にて、防災行政無線
（同報系）親局と中継局を設置（３月引渡予定）（上川
町）
・避難情報や避難所開設について、町民への効果的
な周知方法の検討。（東川町）

・引き続き、デジタル防災無線導入事業を実施
予定。（鷹栖町）
・子局（屋外拡声器）の設置。５月以降、多言語
放送対応するよう実施予定（上川町）
・町HP、ツイッター、防災行政無線を用いて、気
象情報、通行止め情報などを発信する。（美瑛
町）

9 9

■情報伝達、
避難計画等
に関する事項

大規模水
害に対し、
迅速・確実
な避難行
動のため
の取組
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ H3１ R2

取組着
手

市町村
R2以降取組内容

対象
市町村

数
目標時期大項目 中項目 小項目 H31（R1)取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）

①想定最大規模も含めた浸水想
定区域図、浸水シミュレーション、
家屋倒壊等氾濫想定区域の作成・
公表
（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
上川総合振興局

平成28 年度から

完了

②想定最大規模の洪水に係る浸
水想定区域図に基づいたハザード
マップの作成と周知（多言語化対
応含む）

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成28年度から
検討・実施

・想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図に基
づいたハザードマップの周知を、広報誌やHP、SNS
等により実施。（旭川市）
・想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図に基
づいたハザードマップの作成。（当麻町）
・10月：最新の想定最大規模に係る浸水想定区域に
基づいた、洪水ハザードマップの作成、全戸配布。
（比布町）
・ハザードマップの活用について、職員向け２回（役
場庁舎、医療センター）、中学校で１回説明会を開
催。（上川町）
・ハザードマップの見直し完了。町HPに公表。全戸に
配布。（東川町）

・想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図、洪水氾濫危険区域図を基にしたハザード
マップ作成予定。（鷹栖町）
・想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図
に基づいたハザードマップを更新予定。（愛別
町）
・インバウンドに対応したハザードマップ等を更
新予定。（愛別町）
・ハザードマップを更新し、全戸配付予定。（美
瑛町）

9 9

③想定最大規模の洪水に係る浸
水想定区域図に基づいた、まるご
とまちごとハザードマップの作成と
周知
（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成28年度から
検討・実施

・想定最大規模の浸水深に対応した標識作成の支
援。（旭川開建）
・まるごとまちごとハザードマップを、想定最大規模
の洪水ハザードマップに整合したものに取替を実
施。（旭川市）

・インバウンドに対応した多言語化等を踏まえ
た、まるごとまちごとハザードマップについて検
討する。（旭川市）
・想定最大規模の洪水ハザードマップとの整合
や、インバウンドに対応した多言語化等を踏ま
えた、まるごとまちごとハザードマップを更新予
定。（愛別町）
・多言語化を含めた、まるごとまちごとハザード
マップ見直しの完了予定。（東川町）

9 9

④小中学生を中心とした石狩川の
洪水の特徴を踏まえた防災教育の
実施

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

平成28年度から
検討・実施

・水防学習会、出前講座などの防災教育を実施。 ・引き続き実施。

9 9

⑤関係機関及び、住民等を対象と
した災害図上訓練（DIG訓練）等、
水防災に関する訓練・講習会の開
催

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・関係機関と連携し効果的な訓練を実施。（多数）
・（4月17日）旭川新星第２樋門にて樋門操作訓練を
実施（旭川開建）
・（7月29日,9月27日）美瑛町において排水ポンプパッ
ケージを使用した操作訓練を実施。（旭川開建）
・旭川方面本部は、警察職員を対象にゴムボートを
用いた水難救出救助訓練を実施。
・旭川中央警察署は比布町及び鷹栖町の老人クラ
ブ、高齢者施設において防災講話、ＤＩＧ訓練を実
施。
・旭川東警察署は旭川市シニア大学、緑が丘地区民
生委員に対し、防災講話、ＤＩＧ訓練を実施。
・年度内中に、防災行政無線の運用開始を含め、ハ
ザードマップ活用の住民説明会を開催予定（３月頃）
（上川町）

・引き続き実施。
・R2年秋頃に道のサポートのもと、役場職員を
対象とした、避難所開設・運営訓練（図上）を実
施見込み。（比布町）

9 9

⑥住民・観光滞在者等の水防災意
識啓発のための広報の充実
（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・ダム見学会の継続実施。（実施回数　忠別ダム１１
回）（旭川開建）
・コミュニティーFMをとおして気象防災の普及啓発実
施。（隔週水曜日）（気象台）
・110番通報受理時における通訳を含めた三者通話
システムの活用。（警察）
・洪水ハザードマップの英語版をHPに掲載し、広報
誌やHP、SNS等で広報実施。（旭川市）

・引き続き、HPの活用や講習等により、水防災
意識啓発を図る。
・インバウンドに対応した多言語化等を踏まえた
広報手段の検討実施。

9 9

■平時からの
住民等への
周知・教育・
訓練
に関する事項

大規模水
害に対し、
迅速・確実
な避難行
動のため
の取組
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ H3１ R2

取組着
手

市町村
R2以降取組内容

対象
市町村

数
目標時期大項目 中項目 小項目 H31（R1)取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）

①毎年、重要水防箇所の見直しを
実施するとともに、関係機関・水防
団等が参加する水害リスクの高い
箇所の共同点検を実施

旭川開発建設部
上川総合振興局
警察、
石狩川上流自治体

引き続き実施

・重要水防箇所等の共同点検を実施。
・道管理区間における重要水防箇所等の点検・見直
しを実施。
・警察署ごとに災害発生予想危険箇所の把握、職員
への周知徹底を図る。

・引き続き実施。

9 9

②市町村防災担当職員を対象とす
る防災対応力の向上を図る取組を
行う

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・石狩川流域における自治体及び関係機関が参加
し、７月８～９日に恵庭市で開催した豪雨災害対策
職員研修のサポートを実施。（旭川開建、振興局、気
象台、自衛隊、自治体）
・北海道市町村防災力強化専門研修等に参加。（比
布町）
・職員３名について防災士の資格を取得した。（美瑛
町）

・引き続き実施。

9 9

③流域市町村の防災担当者、水防
資機材等の情報共有を行う

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・水防連絡協議会において取りまとめた情報の共有
を実施。
・石狩川流域圏会議（防災WG）等において定期的に
情報共有を行う。
・警察署の担当者が市町村防災担当者を訪問する
などして情報共有を行い、連絡体制を保持している。
（警察）

・引き続き実施。

9 9

④広報誌やHP等により、水防協
力団体の募集・指定の促進を図
る

旭川開発建設部
石狩川上流自治体

平成28年度から
検討・実施

・水防連絡協議会等において定期的に情報共有を
行う。（旭川開建）
・ポスター、広報紙、ホームページ等で水防協力団
体の募集を行う。

・引き続き実施。

9 9

⑤広報誌やHP等により、水防団員
の拡充を図る

石狩川上流自治体 引き続き実施

・ポスター、広報紙、ホームページ等で消防団員（水
防団員）の募集を実施。

・引き続き実施。

9 9

■市町村庁
舎や災害拠
点病院等の
自衛水防の
推進に関する
事項

①浸水想定区域内の拠点施設に
対する水害リスクを把握し、機能維
持に関する検討を実施

旭川開発建設部
石狩川上流自治体

平成29年度から
実施

・本庁舎に非常用発電機を配置。（旭川市） ・引き続き実施。
・旭川開建からの想定最大規模の洪水に係る
浸水想定区域公共施設合成図情報等を踏ま
え、該当施設及び水害リスクを把握し、効果的
な対応の検討・実施。（旭川市、当麻町、愛別
町、上川町、東川町）

9 8

①排水ポンプ車等の災害対策車
の出動要請方法等に関する確認

旭川開発建設部
自衛隊
石狩川上流自治体

平成28年度から
実施

・石狩川流域圏会議による豪雨災害対策職員研修
で説明を実施。（旭川開建）
・水防連絡協議会や研修等において確認・共有を行
う。

・引き続き実施。

9 9

②迅速な氾濫水の排水を行う為、
排水ポンプ車等の操作訓練を行う

旭川開発建設部
自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・迅速な氾濫水の排水を行う為、継続実施（実施回
数 6回）（旭川開建）
・平成３０年７月大雨時に内水氾濫が発生した第二
新星樋門において，新規導入ポンプ車及び常設ポン
プの設置運転訓練を実施。（旭川市）
・排水資機材所有団体と連携して排水作業訓練を実
施。（愛別町）
・各消防団と共同で、必要に応じて訓練を実施。（美
瑛町）

・引き続き実施。

9 9

③内水被害常襲箇所の把握と、効
果的な排水を行うための排水ポン
プ設置箇所検討及び、釜場等の整
備

旭川開発建設部
石狩川上流自治体

平成28年度から
検討・実施

・石狩川上流排水計画ハンドブック及びポンプ式進
入ルート図（水系全体）作成（旭川開建）
・平成３０年７月大雨時の対応状況なども踏まえ、内
水被害常襲箇所の把握、対応時の作業手順の確
認、排水ポンプ設置箇所検討を実施。（旭川市）
・町内３カ所に監視カメラ設置（３カ月）（鷹栖町）
・旭川開建で行う緊急排水計画（案）の検討と連携
し、内水被害常襲箇所の把握、排水ポンプ設置箇所
検討を実施予定。（東神楽町、当麻町、比布町、愛
別町）
・迅速な氾濫水の排水を行う為、消防署所有の排水
ポンプ車等の操作訓練を行う。（上川町）
・自治振興会と連携し、排水ポンプの操作訓練を実
施。（東川町）

・侵入ルート、作業ヤードの確認を実施予定（取
付道路への出入りが可能なのか確認）（旭川開
建）
・引き続き検討を実施。

9 9

都市機能
や社会経
済活動の
早期復旧
のための
取組

■氾濫水の
排水、施設運
用等に関する
取組

■水防活動
の効率化及
び水防体制
の強化に
関する事項

洪水氾濫
被害軽減
のための
的確な水
防活動に
関する取
組

                                                           21



■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね５年で実施する取組」に基づき、
「水防災意識社会再構築ビジョン」や「防災・減災・国土強靱化のための３か年緊急対策」に基づき、堤防構造を工夫す
る対策（天端保護・裏法尻補強）や樹木伐採及び河道掘削等の対策を実施。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（旭川開発建設部））

洪水を河川内で安全に流す対策、危機管理型ハード対策を実施

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

ちゅうべつ東川町

侵食対策（護岸）

東神楽町

美瑛町

当麻町

比布町

愛別町 上川町

旭川市

鷹栖町

いしかり

洪水による河岸・堤防の侵食を防止。

（写真はコンクリートブロックによる防護）
石狩川の洪水が支川へ逆流することを防止。

（施工中の様子）

平成３０年７月豪雨を踏まえ、樹木繁茂等の緊急点
検を行い、樹木伐採等を実施。（写真はイメージ）

逆流防止水門整備

河道掘削

河道断面を広げて流下能力を確保。

（施工中の様子）

樹木伐採等河床低下対策

澪筋が固定化され河床低下した箇所に河道の

拡張や覆礫を実施。（写真は覆礫施工中の様子）

裏法尻補強
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■防災・河川環境教育の充実に係る取組の強化を目的として、国土交通省と文部科学省の連携による洪水に係る防災
教育を支援。

■令和元年度は、旭川市立神楽岡小学校、神居東小学校、富沢小学校において降雨体験機を活用した体験型学習と、
避難シミュレーション、○×クイズなどの問題解決型学習と連動した水防学習会を総合的な学習の時間を活用して実
施。旭川市立永山小学校、美瑛町立明徳小学校にて防災教育に係る出前講座を実施

■昨年度作成した５年生理科、社会の指導計画を来年度から使用する新教科書に合わせて修正。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（旭川開発建設部）

防災・河川環境教育の充実に係る取組の強化を目的とした防災教育を実施

水防学習会（令和元年度７月５日実施）

降雨体験機利用した体験型学習

新教科書に合わせて指導計画修正 令和２年度から使用する教科書

避難シミュレーション

第５学年理科 授業実施概要 （教育出版教科書より）
●単位：川と災害
・大雨などで川の水量が増えると洪水などの災害が起こ
り、生活に大きな影響を与える。
・そこで、災害を防ぐために、ダムや遊水地、堤防や護
岸などの施設をつくっている。
・自分たちの住んでいる地域の川による災害を防ぐ工夫
を調べる。
・災害が起こってしまったときのために、様々な情報を
提供して、日頃から災害に備えている。

取組みの留意点
●「命を守る」という観点に留意して、緊急的な避
難行動計画について理解する。

●河川を始めとした自然と人間との関わりについて、
体験型学習や問題解決型学習と連動した総合的な
学習の時間を通じて学ぶことができる。

●来年度から使用する教科書に合わせて指導計画
の修正。

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ
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■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、洪水
氾濫被害軽減のための的確な水防活動に関する取組として、石狩川上流水防連絡協議会旭川地方部会を開催し、
「流域市町村の防災担当者、水防資機材等の情報共有」を実施した。

■旭川河川事務所から、平成30年度出水概要や、災害対策用機械の派遣、災害支援の取り組み、重要水防箇所の情報
提供を行った。また、協議会後に重要水防箇所の合同巡視を行った。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（旭川開発建設部）

流域市町村の防災担当者、水防資機材等の情報共有を実施

石狩川上流水防連絡協議会旭川地方部会開催状況
（旭川防災ステーション）

重要水防箇所合同巡視開催状況
忠別川（東神楽町）

実 施 日：平成３１年５月１４日（火）
場 所：旭川市河川防災ステーション

（旭川市東光２７条８丁目）
参加機関：流域市町村（旭川市、鷹栖町、東神楽町、当麻町、比布町、

愛別町、上川町、東川町、美瑛町）
旭川建設管理部及び旭川開発建設部

参加人数：２０名
実施内容：平成３０年度出水概要、災害対策用機械の派遣、

災害支援の取り組み、重要水防箇所の情報提供を実施。

合同巡視
５月１４日（火）
東神楽町、美瑛町
旭川市、鷹栖町
５月１５日（水）
比布町、愛別町
上川町

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

旭川市

東神楽町

美瑛町

鷹栖町

愛別町

上川町
比布町
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実 施 日：令和元年7月8日（月）～9日（火）
主 催 者：石狩川流域圏会議（幹事：恵庭市）
場 所：北海道ハイテクノロジー専門学校、恵庭リサーチビジネス

パーク
参加機関：恵庭市、札幌市、旭川市、鷹栖町、美瑛町、ほか流域自治

体、札幌管区気象台、札幌建設管理部、札幌開発建設部、
旭川開発建設部、

参加人数：84名
実施内容：

■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね５年で実施する取組」に基づき、
市町村防災担当者を対象に『「石狩川流域圏会議」豪雨災害対策職員研修』を実施した。

■一日目は、北海道大学今特任教授、近年大きな災害を経験した近隣自治体担当者から講話をいただいた後、北
海道開発局、北海道、札幌管区気象台から基礎的な知識の研修を実施した。

■二日目は、実際にPCを活用した実務的な研修を実施した。その後、各班に分かれ事務局から付与される気象情
報等から、体制、避難勧告などをハザードマップなどを活用し、グループ討議を通して確認を行った。

【石狩川上流】豪雨災害対策職員研修（旭川開発建設部ほか）

市町村防災担当職員を対象とする防災対応力の向上を図る取組

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

グループワーク各種講習の状況

＜実施状況＞＜実施概要＞

・研修は、実務を意識した内容となっており参加者からは好評であった。
・自治体の研修参加率は、偏りがあり課題である。
・減災対策として、職員のスキルアップは重要事項の一つであるため、
本研修の活用を促す必要がある。

＜アンケート結果、参加状況＞開　 講　 式 開催都市挨拶

オリエンテーション 研修の流れなどの説明

防災に関する基礎知識 秋　吉　道　雄　様

研　　　　修 防災に関する基礎知識 矢　部　健一郎　様

研　　　　修 河川情報に関する基礎知識 入　交　康　文　様

交　 流　 会 会場：恵庭リサーチ・ビジネスパーク

恵庭リサーチ・ビジネスパークへ移動（徒歩）　　昼　食　・　休　憩

閉　 講　 式 開催都市挨拶 石狩川流域圏会議　事務局長　建設部長　佐藤　恵次

アンケート調査票記入

　北海道 総務部 危機対策局 危機対策課
　　　　　　　　防災グループ　主査（風水害対策）

　北海道開発局 事業振興部 防災課 防災専門官  　　

　北海道開発局 建設部 河川管理課 水災害予報専門官  

10:00～12:00

16:10～16:50

講　 話　 ②13:55～14:35

13:10～13:50 講　 話　 ① 豪雨災害時の対応について

山　田　一　政　様

２日目
(7月9日)

火曜

演　　　　習

今　　　日出人　様

16:55～17:35 研　　　　修 防災気象情報に関する基礎知識 札幌管区気象台気象防災部気象防災情報調整官 森　谷　貞　幸　様

【気象情報】
　札幌管区気象台　気象防災部　予報課　防災係長
　　　　　　　　　気象防災部　予報課
　　　　　　　　　気象防災部　防災調査課　防災情報管理係長
　　　　　　　　　総務部　業務課　技術専門官

【河川情報】
　北海道開発局 札幌開発建設部 河川整備保全課
　　　　　　　　　 洪水予報スタッフ 治水専門官

ＰＣを利用した防災情報の収集・活用

安　原　裕　貴　様
小　室　美　沙　様
辻　　　輝　之　様
黛　　　和　希　様

１日目
(7月8日)

月曜

18:00～19:30

平成30年7月豪雨に伴う被災状況について

13:00～13:10

日　程 時　間 実　施　項　目 実　　施　　内　　容 講　　　　　師　　　　　等

事務局

石狩川流域圏会議　議長　恵庭市長　原田　裕

今　　　日出人　様

15:30～15:35

佐々木　　　徹　様

15:35～15:45

13:00～15:30 危機管理演習 豪雨災害グループワーク

12:00～13:00

【進行】
　一般財団法人 石狩川振興財団 企画部長

北海道大学大学院工学研究院　特任教授
NPO法人 Ｅ-ＴＲｅＣ[環境技術研究ｾﾝﾀｰ]

佐々木　　　誠　様

14:40～15:20 研　　　　修

15:25～16:05

北海道大学大学院工学研究院　特任教授
NPO法人 Ｅ-ＴＲｅＣ[環境技術研究ｾﾝﾀｰ]

旭川市 土木部 土木総務課　主幹
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気象台が発表する各種防災気象情報を適切に理解し、それに基づく適切なタイミングでの防災体制の
強化や避難に関する判断のポイントを学んでいただくことを目指し気象防災ワークショップを開催。

■目的：グループワークを通して、防災気象情報の種類や意味を理解し、避難勧告等の発令に関する検討・判断や、避難
すべき居住者等に適切かつ確実な避難行動を促すための情報伝達等に役立てる。

■効果：参加者どうしの議論を通して、防災気象情報の内容や意味に理解を深めるとともに、他の参加者が有する知識や
経験を共有したり、自らの考えとの違いなどから様々な気づきを得るなど、その後の防災担当業務の改善につなげる。

実 施 日：令和元年６月２４日（月）
主 催 者：旭川地方気象台
場 所：旭川合同庁舎１階
参加機関：上川管内１９市町村、上川総合振興局
参加人数：２２名
テ ー マ：中小河川洪水災害

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（旭川地方気象台）

地方公共団体の防災担当職員を対象とする防災対応力の向上を図る取組

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

架空の町で
中小河川の
防災対応を
疑似体験
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気象庁
札幌管区気象台

Sapporo Regional Headquarters
Japan Meteorological Agency

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（旭川地方気象台）

住民の避難行動を促し支援するため、スマートフォンを活用した情報提供

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

■危険度分布の通知
サービス（令和元年7月10日～）
「危険度分布」における
危険度の高まりをプッシュ
型で通知するサービスを、
気象庁の協力の下で民間
の協力事業者が開始。ス
マートフォンのアプリやメール
でお知らせ。

■防災情報専用のTwitterア
カウントを開設（令和元年10月4日～）

台風の接近等による大雨等により顕
著な災害の発生が想定される、あるいは
既に発生している際に、気象庁が持つ
危機感をより効果的に伝え防災行動に
役立てていただくために、気象庁防災情
報Twitterアカウントを新たに開設し運
用を開始。

「洪水警報の危険度分布」や「大雨警報（土砂
災害）の危険度分布」において、自分が住んでいる
場所の危険性も同時に確認できるよう、「危険度分
布」とリスク情報※を重ね合わせて表示。
住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適
切な避難情報の発令につながることを期待。

■「危険度分布」とリスク情報を重ね
合わせて表示（令和元年12月24日～）

お住まいの
地域の災害
の危険度が
上昇しました

https://twitter.com/JMA_bousai

※国管理河川における浸水想定区域、土砂災害警戒区域

改
善

洪水警報の危険度分布（旭川近辺）

浸水想定区域を
重ね合わせ

スマホだとGPS機
能で自分の位置
も分かります
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北海道の取組事例

第6回 ⽯狩川上流 減災対策協議会

【2020年2⽉5⽇ 幹事会】

北海道 上川総合振興局 旭川建設管理部
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⾬粉川

⼗五号川

ポン川

⽜朱別川

⽐布川

⼋千代川

①堤防整備・河道掘削・河道内樹⽊伐採︓洪⽔を安全に流下させ、洪⽔氾濫を未然に防ぐ対策
・堤防整備、河道掘削等の対策を継続して実施
・氾濫が発⽣した場合にも被害を軽減する対策（堤防天端の保護）についても実施

R1年度の実施状況
１．ハード対策の主な取り組み

堤防整備・河道掘削等実施河川
︓堤防整備・河道掘削等実施

⻘字︓堤防天端保護実施

1

当⿇川

倉沼川

ペーパン川

アイヌ川

⽐布川施⼯済み箇所

ペーパン川施⼯済み箇所

堤防天端の保護

河道掘削
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②危機管理型⽔位計の設置︓洪⽔時の⽔位情報を拡充するための対策
・引き続き⽔位計を増設し、⽔位観測網の充実を図って近隣住⺠の避難を⽀援

危機管理型⽔位計の設置対象河川（R2年1⽉時点）

R1年度の実施状況
１．ハード対策の主な取り組み

⽔位計設置済み
R2年1⽉以降設置予定

2

河川名 設置市町村 設置状況
⾬紛川 旭川市 設置済
⼗五号川 旭川市 設置済
神居川 旭川市 設置済
基北川 旭川市 設置済
⼩股川 旭川市 設置済
ポンウシベツ川 旭川市 設置済
東光川 旭川市 設置済
オホーツナイ川 旭川市 設置済
難波⽥川 旭川市 設置済
アイヌ川 旭川市 設置済
永⼭⼆号川 旭川市 設置済
南校川 旭川市 設置済
近⽂オホーツナイ川 旭川市 設置済
⻄⾥川 旭川市 未
拓北川 旭川市 未
五号川 旭川市 未
千代ヶ岡川 旭川市 未
栄川 旭川市 未
永⼭３号川 旭川市 未
難波⽥川分⽔路 旭川市 未
ポンウシベツ川分⽔路 旭川市 未
ペーパン川 旭川市 未
ウッペツ川 旭川市 未
⻄⼋号川 旭川市 未

河川名 設置市町村 設置状況
留辺志部川 上川町 未
安⾜間川 上川町 設置済
イブンベウシ川 鷹栖町 未
七号川 鷹栖町 未
ポン⽜朱別川 当⿇町 設置済
⽯渡川 当⿇町 設置済
神⽔川 当⿇町 未
当⿇熊の沢川 当⿇町 未
宇莫別川 美瑛町 未
留辺蘂川 美瑛町 未
美瑛美⾺⽜川 美瑛町 未
美瑛紅葉川 美瑛町 未
美瑛川 美瑛町 未
置杵⽜川 美瑛町 未
志⽐内川 東神楽町 未
⼋千代川 東神楽町 設置済
サルン倉沼川 東川町 未
ポン倉沼川 東川町 未
倉沼川 東川町 未
⽐布ウッペツ川 ⽐布町 設置済
蘭留川 ⽐布町 未

計 45箇所
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③簡易型河川監視カメラの設置︓⽔位情報だけでは伝わりにくい「切迫感」を提供
・設置箇所について検討が概ね完了し、順次設置予定

簡易型河川監視カメラの設置対象河川（R2年1⽉時点）

R1年度の実施状況
１．ハード対策の主な取り組み

河川名 設置市町村 設置状況
⾬紛川 旭川市 未
⼗五号川 旭川市 未
神居川 旭川市 未
基北川 旭川市 未
⼩股川 旭川市 未
ポンウシベツ川 旭川市 未
東光川 旭川市 未
オホーツナイ川 旭川市 未
難波⽥川 旭川市 未
アイヌ川 旭川市 未
永⼭⼆号川 旭川市 未
南校川 旭川市 未
近⽂オホーツナイ川 旭川市 未
ペーパン川 旭川市×2 未
⻄⾥川 旭川市 未
五号川 旭川市 未
千代ヶ岡川 旭川市 未
栄川 旭川市 未
永⼭３号川 旭川市 未
難波⽥分⽔路 旭川市 未
ポンウシベツ川分⽔路 旭川市 未
江丹別川 旭川市×2 未
愛宕新川 旭川市 未
伊野川 旭川市 未
ウッペツ川 旭川市 未

河川名 設置市町村 設置状況
愛別川 愛別町 未
七号川 鷹栖町 未
⽜朱別川 当⿇町 未
当⿇川 当⿇町 未
神⽔川 当⿇町 未
当⿇熊の沢川 当⿇町 未
宇莫別川 美瑛町 未
美瑛紅葉川 美瑛町 未
美瑛川 美瑛町 未
置杵⽜川 美瑛町 未
志⽐内川 東神楽町 未
ポン川 東神楽町 未
倉沼川 東川町×2 未
⽐布ウッペツ川 ⽐布町 未
⽐布川 ⽐布町 未

計 43箇所

R2年1⽉以降カメラ設置予定

3
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①洪⽔浸⽔想定区域図の作成︓市町村の避難計画（ハザードマップ）作成の⽀援
・平成29年度当初に作成を予定した河川について、作成を完了し、公表済み
・その他の河川についても、簡易な⼿法により氾濫シミュレーションが完了

4

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔想定区域図
公表河川

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔想定区域図置杵⽜川（R1年6⽉指定）

︓公表済（R2年1⽉時点）

R1年度の実施状況
２．ソフト対策の主な取り組み

河川名 管轄
⽐布川

旭川事業課

ポン川

⽜朱別川

ペーパン川

倉沼川

当⿇川

江丹別川

置杵⽜川
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警
戒
レ
ベ
ル
を
基
軸

⽔位情報に加え
防災気象情報を活⽤

⽔位情報と気象情報の
両輪で防災⾏動

改訂後

②避難勧告着⽬型タイムラインの作成︓洪⽔時の防災⾏動と実施主体を時系列で整理
・平成30年度に作成したタイムラインを、防災気象情報を活⽤するよう改訂
・令和元年8⽉に市町村訪問を実施
・各市町村が策定を進めている「避難勧告等の判断・伝達マニュアル（洪⽔編）」に繋がる内容

5

R1年度の実施状況
２．ソフト対策の主な取り組み
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実 施 日：令和元年9月1日（日）
主 催 者：旭川市
場 所：旭川市総合防災センター（旭川市東光27条8丁目）
参加機関：旭川開発建設部、旭川地方気象台、陸上自衛隊第２師団、

北海道警察旭川方面本部
参加人数：300名（旭川市民）
実施内容：

■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね５年で実施する取組」に基づき、
旭川市民の防災意識を高めることを目的に、体験を取り入れた令和元年度旭川市防災訓練を実施した。

■中央防災会議防災対策実行会議「平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」
による「平成３０年７月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）（平成３０年１２月）」を踏ま
え，「時期を逸した避難行動が命に関わること」、「命を守るためには市民１人１人の主体的な避難行動が必要なこと」
から、避難行動に焦点をあてた訓練を中心とし、合わせて防災関係機関の機能等について理解を深める展示を行った。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（旭川市）

関係機関・住民等を対象とした水防災に関する訓練の実施

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

水害に備えて

降雨体験

防災講話時 刻 内 容

午後１時００分 旭川市長あいさつ

午後１時１０分
防災講話
「自らの判断で適切に避難行動をとるためには？」

午後１時２５分

～

午後３時００分

自由訓練
（会場内の各ブースを自由に体験いただきます。）
［屋内（エントランスホール）］

①防災気象情報
②水害に備えて（避難の準備と避難行動）
③市備蓄品
④家庭内備蓄品
⑤旭川開発建設部の防災関連展示
⑥消防団の活動

［屋外］
⑦体験装置（降雨・地下浸水・流水の体験）
⑧災害対応車両・資機材・パネル
⑨土のう作り他

地下浸水体験

土のう作り体験流水体験
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■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、地域
防災力の向上を目的とした排水ポンプパッケージ及びポンプ車の設置訓練を実施。

■水害発生現場での応急対応力強化のため、現場作業を想定される町職員と消防団を対象に、排水ポンプパッケージ
及びポンプ車の設置演習、本部との情報伝達訓練等を行った。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（鷹栖町）

関係機関・地元消防団を対象とした水防災に関する訓練を実施

鷹栖町防災訓練 開催状況
（鷹栖町防災倉庫前）

排水ポンプパッケージ設置訓練状況
オサラッペ川（鷹栖町）

実 施 日：令和元年７月４日（木）
場 所：鷹栖町防災倉庫、南一号排水樋門、釜場等町

内要所
参加機関：鷹栖町 鷹栖町消防団

旭川開発建設部（計６５名）
訓練内容：排水ポンプパッケージ及び

ポンプ車の設置訓練、役場本部との情報伝達

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ

鷹栖町

排水ポンプ車設置訓練
オサラッペ川（鷹栖町）
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令和元年度の取組事例（東神楽町） 

（１）陸上自衛隊北部方面隊第２師団との東神楽町域における共同机上防災シュミレーシ

ョン訓練（令和元年６月１０日：東神楽町役場大会議室） 

・河川の氾濫・浸水被害を想定した訓練をおこなった 
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■石狩川上流の減災に関する取組方針に基づき、洪水ハザードマップの更新を行った。（11月完成）
また、地区住民への防災講習や小学校社会の副読本の改訂への水害分野への作成の補助を行ったほか、各種イベン
トでの防災用品展示など積極的に水防災意識の高揚を図った。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（当麻町）

水防災における意識の向上について

日 時：平成31年4月～令和2年1月
場 所：当麻町内

内 容：
①洪水ハザードマップ更新
②防災講習
③小学校社会副読本
④イベント参加
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【掲載内容】令和元年10月配布
・日頃の備え
・地震への備え
・風水害への備え
・土砂災害について
・雪害について
・非常持ち出し品・日常備蓄品について
・各地域ハザードマップ
・ため池ハザードマップ

■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関
する取組方針の「概ね５年で実施する取組」に基づき、
大規模水害に対し、迅速・確実な避難行動のための取組
として、想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域図に基
づいたハザードマップを含んだ防災ガイドマップを全戸
配布した。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（比布町）

比布町防災ガイドマップの全戸配布

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ
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愛別町取組事例 防災備蓄品の整備について 

①防災備蓄品更新について 

 防災備蓄品については、五カ年計画を基本として整備・更新しています。令和２年度につ

いては、いきいきふるさと交付金及び地域づくり総合交付金を利用して、これまで整備して

きたもののほか、非常用発電機の購入を予定しています。 

②非常用食飲料の毎年度更新について 

 防災備蓄品のうち、非常用食飲料を毎年順次更新し、賞味期限切れが多く重複しないよう

工夫しています。１年間に出る賞味期限切れの食飲料を少なくすることで、防災訓練等で使

用する期限切れのせまった食飲料の数量を当町の住民規模に即したものとし、無駄なく使い

きることに努めています。 

【防災備蓄品５ヵ年計画整備状況】 

品名 白米 

(ｱﾙﾌｧ米) 

（食） 

わかめご飯 

(ｱﾙﾌｧ米) 

（食） 

山菜おこわ 

(ｱﾙﾌｧ米) 

（食） 

五目ご飯 

(ｱﾙﾌｧ米) 

（食） 

保存用

パン 

（缶） 

缶入り 

ｶﾝﾊﾟﾝ 

（缶） 

ﾋﾞｽｹｯﾄ 

 

（式） 

水 500ml 

 

（本） 

えいよ

うかん 

（箱） 

H28 100 100 100 100 48 48 2 - 40 

H29 100 100 100 100 48 48 2 1632 40 

H30 100 100 100 100 48 48 2 600 40 

R1 100 100 100 100 48 48 2 621 40 

R2 予定 100 100 100 100 48 48 2 147 40 

合計 500 500 500 500 240 240 10 3000 200 

【非常用食飲料】 
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■石狩川上流の減災に関する取組方針に基づき、上川町の防災情報発信力の向上を目的とした、災害情報伝達設備の
整備を実施。（令和元年度から二ヵ年の継続事業。運用は令和２年度５月以降を予定）

■スピーカや戸別受信機のほか、上川町ホームページ・緊急速報メール・SNSなどのインターネットを介した情報発信につ
いても、端末からの一括配信が可能なシステムを構築。避難情報や避難所開設情報を、迅速かつ多重的に配信する。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（上川町）

SNS、防災ラジオ、緊急エリアメール、コミュニティーFM等の様々な情報伝達手段の整備
（多言語化対応含む）

工 期：令和元年6月17日～
令和3年2月28日

設置場所：上川町役場
江差牛山（中継局）

設備内容：親局、中継局、操作卓
屋外拡声子局（スピーカ）
非常用電源装置
情報連携装置（HP・SNS連動）

災害情報伝達設備整備事業 システム構成図

災害情報伝達設備 親局操作卓（上川町役場放送室）
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【東川町の取組事例】 

〇洪水ハザードマップの作製及び全戸配布 

国又は北海道が公表した 1,000 年に 1 回起こり得る降雨（想定最大規模降雨）による

洪水浸水想定区域を基にハザードマップを作製し、令和元年(2019)８月に東川町ホーム

ページで公開しました。 

また、水害時のレベルに合わせた避難行動や避難方法、注意点などをまとめた「防災

マップ」(ガイドブック)を令和 2 年(2020)1 月作成しました。 

 防災マップ及びハザードマップは令和 2 年(2020)2 月に全戸配布します。 

 

〇スマートフォンを活用し、避難所の情報を提供 

令和元年(2019)12 月に、スマートフォン向けに「東川町公式アプリ」を制作し運用

を開始しました。 

 アプリのコンテンツに「避難所マップ」があり、現在地から最寄りの避難所を表示す

るものです。 

 現在のところ、内容は非常に限られたものとなっていますが、随時内容を更新し、充

実を図っていく考えです。 
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■平成２８年８月の台風による災害時、町内に１４の避難所を設置し避難者を受け入れた経験があることから、今後に向
け、より適切な避難所の運営に役立てるため「避難所運営ゲーム Ｄｏはぐ」体験を実施。

■講師のペースでゲームが進められるが、被災時の様々な状況のもと架空の避難者に対し適切かつスピーディーに対応
しなければならないため、より実際に近い避難所運営を体験できた。

■町職員の防災士資格取得者を各班に配置し、適宜アドバイスを行うことで体験の充実を図った。

【石狩川上流】減災に関する取組の実施状況（美瑛町）

「避難所運営ゲーム Ｄｏはぐ」体験

大人も子どもも一緒に学ぶ

日 時：平成31年２月20日（水）午前９時30分から正午

場 所：美瑛町町民センター 多目的ホール 美丘

講 師：上川総合振興局地域創生部 原 義洋 主査

参加者：町民、自主防災組織、民生委員など 39名

≪位置図≫

石狩川
いしかりがわ
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